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大学と地域の文化施設との連携
〜歴史文化を活かしたまちづくりを目指して〜



はじめに

自己紹介

研究テーマ

} 小樽・後志の歴史文化の発掘と地域資源化

} 地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）の一環で
小樽市内の各種文化施設と連携

} 地域経済研究部、本気プロ（社会連携実践）等、本
学の地域連携関連の取り組みに関わる



小樽商科大学 地（知）の拠点整備事業（H25〜）
地域と共創する北海道地域活性化モデルと人材育成

} 「地域研究」「地域貢献」「教育」がキーワード
「地域経済の活性化」「地域人材の育成」を実現

大学COC事業
自治体と連携して地域
の課題解決に取り組む
大学を国が支援し、地
域コミュニティの中核
的存在としての大学の
機能強化を図る



はじめに



小樽の現状と課題

・近代以降、国際貿易港として⾶躍的に発展し、急激に衰退
1960年代には⼈⼝約20万⼈程度 その後は⼈⼝減少
＊⼈⼝119,611⼈（平成29年7⽉末現在）

・⼩樽の歴史⽂化の再発⾒ 昭和40〜50年代「運河保存論争」
歴史的建造物の観光まちづくりへ活⽤の先進地

・経済都市から観光都市へ 現在、観光客年間約800万⼈
⼩樽観光のイメージ確⽴（1980年代以降）

＜課題＞
観光ルート固定化、滞在時間延⻑、ホスピタリティ
新たな観光資源発掘、住みやすさと観光都市の両⽴

⼩樽についてのストーリー（物語）のわかりくさ
→歴史⽂化を⼩樽のアイデンティティに（⽇本遺産認定の推進）



小樽商科大学COCシンポジウム
歴史文化を活かした広域連携・観光まちづくりイベント



「マッサン」関連の地域振興（2014〜2015年）
（本気プロ、サークル、自治体、企業と連携）



展示パネル（竹鶴夫妻と小樽・余市のゆかり）



小樽の歴史文化に関する学生との取り組み
（地域志向型授業、サークルとの連携）



インタビュー記事
小樽市総合博物館長・石川直章さん



インタビュー記事
市立小樽文学館長・玉川薫さん



歴史的建造物の物語を発掘 写真部と連携
（『小樽チャンネルMagazine』連載中）



パネル展示（市立小樽図書館、小樽駅など）



本気プロ（社会連携実践）

} 商大生が小樽の活性化
について本気で考える
プロジェクト（社会連
携実践）

} 博物館、美術館、文学
館、図書館など、小樽
市内の各種機関との連
携プロジェクトを実施



小樽市内の文化施設との連携

} 歴史文化を活かした地域振興の各種プロジェクトを進め
る中で、市内の文化施設との連携が重要に

} 小樽市総合博物館、市立小樽文学館、市立小樽美術館、
市立小樽図書館など。各施設のニーズ・課題に応じた具
体的な連携事業を実施

} 各施設から商大に、認知度向上（プロモーション）、学
生の協力、各施設間の連携、調査研究などのニーズあり

} 商大から各施設には、地域資源の保存・活用、スペース
利用、教育など各種ニーズあり。商大生は市内の文化施
設をあまり認識していない



北海道新聞（2014年9月25日付）



包括連携協定（博物館施設と商大：2014年）
} 小樽市総合博物館、市立小樽文学館、市立小樽美術
館（博物館施設）と小樽商大との協定

} 講師派遣に関すること

} 博物館施設における学部学生の講義の受入

} 博物館活動の推進・発展に関すること

} 小樽市及び後志地域の発展に関する歴史遺産の発
掘・活用に関すること

} その他相互に連携協力することが必要と認められる
事項に関すること



①小樽市総合博物館との連携
地域経済研究部との調査研究協力（2014年〜）

} 菓子喫茶文化、尼港事件、北前船、その他

} 博物館収蔵資料の利用（画像、実物資料等）

小樽の地域資源の保存・活用（2014年〜）

} 廃業した店舗、商店街の資料など 例：梅月の看板

特別展「路地裏の貌〜1970年代と2016年の小樽」（2016年）

} NPO法人E-GAOと博物館、北海学園大学学芸員育成コースの連携

} 博物館所蔵写真「兵庫コレクション」関連展示



地域資料の発見
尼港事件関係資料（犠牲者名簿など、2016年）



地域資源調査
高島特攻艇基地の現地調査（2016年）



地域資料の保存
（中華料理店「梅月」の看板、2014年）



地域資料の保存
（梁川商店街のタペストリー、2015年）



小樽市総合博物館と商大の連携の特徴

} 地域資源の保存・活用 博物館は圧倒的な資料情報を有
しており、保存・管理できる施設

} 博物館は、現在も継続中（商店街や会社、店舗、事業、
まつりなど）についての情報は得られにくい傾向あり

} 博物館は、負の歴史（戦争、鉱山労働、遊郭など）につ
いての情報については今後の課題となっている

} 膨大な資料を駆使した展示企画は学生の協力が有効

★博物館、商大のそれぞれの「強み」を活かした連携



②市立小樽文学館との連携
地域経済研究部とのコラボ展（2015年）

} パネル展「小樽ゆかりの文学作家と小さな鉄道の旅をしよう！」
JR小樽駅コンコース

早川三代治展（2016年）＊本学ゆかりの文学者・経済学者

} 市立小樽文学館、附属図書館、地域経済研究部が連携

} 特別展、パネル展、講演会等の開催 資料調査

地域経済研究部との調査研究協力

} 小林多喜二・伊藤整ゆかりの喫茶「越治」の写真発見

} 小林多喜二の死をモチーフにした絵画の発見



市立小樽文学館との連携
パネル展「小樽ゆかりの作家と小さい鉄道の旅をしよう」（2015年）



小林多喜二・伊藤整ゆかりの喫茶「越治」

読売新聞（小樽後志版、2016年2月9日付）





③市立小樽美術館との連携
美術館特別展のプロモーション支援（2014年〜2015年）

} 大学院生（MBA2年生）がブログで特別展の情報発信や顧客満足度調査を
実施（特別展「色彩の饗宴 巨匠たちの絵とパレット」、特別展「小樽運
河・いまむかし」）

本気プロ「小樽美術館の振興」チーム（2014年）

} 美術館、すぎのこ保育園との連携イベント

地域経済研究部の調査研究・展示協力

} 特別展「小樽運河・いまむかし展」（2015年）

} 特別展「おたる潮まつり50周年記念まつり写真展」（2016年）

} 地域経済研究部が資料調査、パネル作成等に協力



市立小樽美術館との連携（本気プロ）
すぎのこアートピクニック（2014年10月22日）
} 市立小樽美術館、小樽すぎのこ保育園、本気プロの
連携イベント 特別展「木のおもちゃ展」関連企画

} 園児25名が美術館まで歩いて（秋のプチ遠足）、秋
にちなんだ工作会を実施

} 園児は4名の商大生と一緒にA４版のベニヤ板上に
落ち葉や枝を使って動物を表現

} 美術館と園児をつなぐ
商大生の役割



市立小樽美術館との連携
特別展「小樽運河・いまむかし」（2015年）

・小樽運河を描いた藤森茂男（1936-
87）を軸にした展示

・藤森茂男は運河保存運動の創設者の一
人で、おたる潮まつりの創設に関与する
など、戦後小樽のまちづくりの原点

・藤森茂男の画廊と自宅は梁川商店街に
あり、同商店街と関係が深い商大が美術
館と連携を仲介。連携事業に発展



市立小樽美術館・梁川商店街との連携
中央市場での「藤森茂男」展（2015年）



潮まつり写真展
（2016）

・潮まつり50周年
関連企画展。前年の
「小樽運河・いまむ
かし」展がきっかけ
となり、資料調査、
展示パネル作成など
に協力

・潮まつりの資料は
これまで収集されず。
この機会に多数の資
料が確認された



市立小樽美術館と商大の連携の特徴

} 学生の協力事業（プロモーション、イベントなど）
には課題が多い。美術館の役割・利用に対する認識
の齟齬など

} 美術館展示と関連する商大の歴史文化の資料調査、
展示協力は一定の成果をあげることができた

} 他の施設、商店街などとの連携に際して商大の仲介
により様々な関連事業に発展



③市立小樽図書館との連携
COCプロジェクト（2014年〜）

} 「マッサン」等の地域研究・地域振興プロジェクト

} 図書館内イベント（講演会、パネル展）

本気プロ「小樽図書館の活性化」（2016年）

} コミュニティとしての図書館 「本×実体験」イベント

本気プロ「小樽図書館と連携したコンテンツツーリズム」
（2017年）

} 小樽が舞台のマンガ「聖樹のパン」関連企画



市立小樽図書館100周年事業（2016年）

・各種イベント開催（講演会、コ
ンサート、読み聞かせ）

・展示（100周年のあゆみなど）

・古地図・古写真デジタルアーカ
イブ事業

・図書館イメージキャラクター

・読書感想画コンテスト

・子ども一日図書館長

・図書館探検隊



公立図書館の現状と課題

} 運営高効率化 直営から民間委託へ

} 図書館の役割の多様化 地域の課題解決、まちづく
り、コミュニティの場としての図書館

} 図書館の役割の変化 閲覧の時代→貸出の時代を経
て、現在は「暮らしに役立つ図書館」

} 「みんなが集まる、みんなで創る図書館」

} 課題 図書館イメージの改善（暗い・古い・狭い）

} さまざまな「連携」を模索



市立小樽図書館のめざすもの

} 入館者数の減少

} 利用の低迷

} 人口一人あたりの貸出冊数 3.02人

} 道内1万人以上都市の平均 5.02人

} 館内の改善、事業見直し、PR強化（FBなど）

} 学校図書館の支援強化 子ども読書活動は学校支援

} 他機関との連携強化 たるBOOK、商大など





市立小樽図書館での「マッサン」イベント（2014年）



展示パネル（竹鶴夫妻と小樽・余市のゆかり）



市立小樽図書館との連携
本気プロ「小樽図書館の活性化」イベント

「すいぞくかんがやってくる」

2016年12月11日 水族館×図書館×商大生

} 絵本読み聞かせ

} 飼育員によるタッチイベント

} トランクキットによる生き物紹介

} 関連絵本の展示

★図書館と水族館の初の

コラボ企画 それぞれの強み

を活かした新たなイベント





「ぐりとぐら」のカステラをつくってみよう
（本気プロ市立小樽図書館の活性化チーム・最終報告資料より）







市立小樽図書館と商大との連携（案）

} 留学生の自国語による絵本読み聞かせ・歌の紹介

} 市立病院における一般・子ども向け事業の学生ボラ
ンティア

} 小樽子ども読書の日の共催

} 新入商大生おすすめ本の展示

} 部活・サークルとの連携



市立小樽図書館と商大との連携（案）

} 小樽の歴史・郷土資料収集保存の為の連携

} 資料のデジタル化、データの共有、提供、研究

} 地域資料の収集・保存の協力

} 小樽の地域資料の連携展示

} ビジネス支援 経済・企業情報の提供

} ワークショップ、研修講演会の開催

} 資料の分担保存



まとめ

} 各種の文化施設から学生の役割を高く評価

} 商大の取り組みが契機となって各施設間の連携を推
進したことへの評価 例：図書館と水族館など

} 各施設のニーズと商大の強みのマッチング、持続可
能な仕組みづくりなどがプロジェクトのポイント

} 各施設の連携は、小樽市の「日本遺産」認定事業や
歴史文化基本構想策定事業などにつながる部分あり


